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三
郷
公
民
館
は
12
月
11
日
、
同
館
講

堂
で
「
三
郷
地
域 

地
区
公
民
館 

役
員

研
修
会
」
を
開
催
し
、
14
地
区
公
民
館

か
ら
役
員
50
人
余
り
が
参
加
し
た
。

　

三
郷
地
域
在
住
の
酒
井
秋
男
さ
ん（
元

信
州
大
学
医
学
部

助
教
授
、
元
松
本

大
学
人
間
健
康
学

部
教
授
）
を
講
師

に
招
き
【
健
康
で

長
生
き
「
登
山
家

　

三
浦
雄
一
郎
の

健
康
法
」】
と
題

し
た
基
調
講
演
を

聴
講
し
た
。

　

●
エ
ベ
レ
ス
ト
頂
上
で
の
偉
業

　

酒
井
さ
ん
は
信
州
大
学
助
手
時
代
、

プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
三
浦
雄
一
郎
氏
の
エ

ベ
レ
ス
ト
・
サ
ウ
ス
コ
ル
8
千
㍍
、
世

界
最
高
地
点
か
ら
の
ス
キ
ー
滑
降
に
、

医
学
医
療
班
と
し
て
同
行
し
「
高
地
医

学
」
の
専
門
家
と
し
て
山
岳
環
境
で
の

健
康
管
理
に
従
事
し
た
。

　

エ
ベ
レ
ス
ト
の
頂
上
は
、
酸
素
量
が

平
地
の
3
分
の
１
ほ
ど
の
極
限
状
態

で
、
そ
の
中
を
重
さ
6
㌔
ほ
ど
の
酸
素

ボ
ン
ベ
を
背
負
っ
た
三
浦
さ
ん
の
ス
キ

　

第
6
回
安
曇
野
市
総
合
芸
術
展
が
、

3
月
3
日
（
金
）
か
ら
22
日
（
水
）
に

か
け
て
、
午
前
9
時
か
ら
午
後
6
時
ま

で
、
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
き
ぼ

う
」
2
階
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
る
。

※
た
だ
し
、
3
月
6
日
（
月
）、

　

13
日
（
月
）、
21
日
（
火
）
は
除
く
。

　

作
品
は
、
絵
画
、
水
墨
画
、
書
道
、

写
真
、
工
芸
、
彫
刻
・
彫
塑
の
全
91
点

の
展
示
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加

え
、
今
回
は
あ
づ
み
野
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

の
映
像
作
品
19
点
を
3
月
11
日
（
土
）

及
び
12
日
（
日
）
の
午
後
１
時
か
ら
5

時
ま
で
、
2
階
ロ
ビ
ー
で
上
映
す
る
。

　

ま
た
、3
月
４
日（
土
）～
20
日（
月
・

祝
）
に
、
豊
科
近
代
美
術
館
で
「
友
の

会
」
の
絵
画
部
展
が
開
催
さ
れ
る
。
そ

の
期
間
中
は
「
き
ぼ
う
」
と
近
代
美
術

館
の
連
絡
通
路
が
開
放
さ
れ
、
自
由
に

行
き
来
が
可
能
と
な
る
。

ー
滑
降
は
、
人
間
の
能
力
を
超
え
た
偉

業
に
映
る
。

　

●
健
康
維
持
・
攻
め
の
健
康
法

　

三
浦
さ
ん
は
、
現
役
引
退
で
運
動
量

が
減
少
し
て
体
を
壊
し
た
が
、
再
び
目

標
を
定
め
て
「
攻
め
の
健
康
法
」
に
挑

戦
し
た
。
目
標
を
失
う
と
気
落
ち
す
る

が
目
標
が
あ
れ
ば
復
活
で
き
る
と
い
う

信
念
の
も
と
に
、
何
事
も
前
向
き
に
積

極
的
に
ま
い
進
す
る
こ
と
が
大
事
と
考

え
た
。
三
浦
さ
ん
を
支
え
る
の
は
、
ハ

ー
ド
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
な
く
、
足
首

に
付
け
た
重
り
と
10
㌔
の
リ
ュ
ッ
ク
を

背
負
っ
て
、
散
歩
が
て
ら
ぶ
ら
ぶ
ら
歩

く
ヘ
ビ
ー
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
だ
と
い
う
。

体
に
負
荷
を
か
け
て
歩
く
こ
と
で
若
さ

が
戻
り
、
日
々
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い

る
。

　

●
健
康
寿
命
の
延
長

　

現
代
の
高
齢
化
社
会
で
は
、
幸
せ
な

日
々
を
送
る
た
め
に
、
い
か
に
健
康
寿

命
を
延
ば
す
か
が
重
要
で
あ
り
課
題
で

あ
る
。

　
「
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
い
つ
で

も
満
足
し
た
人
生
が
送
れ
る
よ
う
に
心

が
け
、
適
度
な
運
動
を
実
践
す
る
こ
と

が
一
番
」
と
い
う
。（
東
山
路
）

　

Ｙ
・
Ｓ
さ
ん
は
、
都ど

ど
い
つ

々
逸
作

句
歴
三
十
余
年
。〈
手
打
ち
新

蕎
麦
／
漬
け
菜
が
お
は
こ
／
ダ
イ
ヤ
な

ん
ど
は
／
い
ら
ぬ
指（
て
つ
だ
い
）〉感

謝
し
つつ
味
わ
う
が
、
そ
れ
は
勝
手
な
こ

と
な
の
か
、
打
つ
身
に
な
れ
ば
…
意
味
深

な
と
こ
ろ
が
良
い
。
穂
高
在
住
（
Ｙ・Ｕ
）

◆
こ
れ
ま
で
で
一
番
早
い
初
雪
に
び
っ

く
り
。
な
の
に
年
末
年
始
に
は
雪
が
降

ら
ず
、
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン
で
き
な

く
て
閑
古
鳥
。
年
明
け
に
は
豪
雪
で
ア

ク
セ
ス
で
き
ず
に
キ
ャ
ン
セ
ル
続
き
の

閑
古
鳥
。
さ
て
、
雪
か
き
ダ
イ
エ
ッ
ト

の
効
果
は
出
る
で
し
ょ
う
か
（
Ｋ
・Ｔ
）

◆
平
成
も
29
年
を
数
え
る
。
平
成
生
ま

れ
が
30
歳
を
迎
え
る
頃
、
年
号
が
変
わ

る
と
な
る
と
昭
和
は
遠
い
時
代
の
感
が

否
め
ず
一
抹
の
寂
し
さ
が
残
る
◇
五
輪

に
代
表
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
も
若

い
力
が
台
頭
し
た
。
特
に
女
子
の
活
躍

が
目
覚
ま
し
い
◇
何
年
計
画
が
功
を
奏

し
た
の
か
実
を
結
ぶ
時
は
来
る
。
種
を

ま
き
芽
を
育
て
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る

に
は
若
人
と
壮
年
の
連
帯
が
欠
か
せ
な

い
（
Ｔ
・
Ｙ
）　

◆
カ
ニ
が
当
た
っ
た
。
一
等
だ
。
自
分

が
一
番
驚
い
た
。
休
み
を
利
用
し
て
、

福
井
県
へ
越
前
ガ
ニ
を
食
べ
に
行
っ
て

き
た
。
カ
ニ
汁
な
ど
を
購
入
し
、
３
枚

の
抽
選
券
を
受
け
取
っ
た
。「
抽
選
箱

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
」
昔
か
ら
く
じ
運

は
め
っ
き
り
。
だ
が
、
そ
れ
が
右
記
の

結
果
で
あ
る
。
ま
さ
か
！
た
ら
ふ
く
食

べ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
、
一
等
の
カ

ニ
は
実
家
に
送
っ
た
（
Ａ
・
Ｙ
）
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三
郷
公
民
館
は
、
11
月
末

か
ら
12
月
に
か
け
て
「
3
Ｂ

体
操
教
室
」
を
同
協
会
公
認

指
導
者
の
星
野
千
枝
子
指
導

士
を
招
き
、
同
館
講
堂
で
開
催
し
た
。

3
Ｂ
体
操
は
「
ボ
ー
ル
、
ベ
ル
、
ベ
ル

タ
ー
」
の
3
種
類
の
器
具
を
使
っ
て
行

う
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
「
年
齢
・
性
別
を

問
わ
ず
、誰
で
も
楽
し
め
る
健
康
体
操
」

と
し
て
「
生
涯
を
通
じ
て
心
身
共
に
健

康
な
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
」
と

考
案
さ
れ
、
創
設
45
周
年
を
数
え
る
。

時
間
的
都
合
も
あ
り
、
各
回
、
数
人
の

出
席
で
は
あ
っ
た
が
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で

体
を
動
か
し
、
見
慣
れ
な
い
器
具
の
珍

し
さ
も
あ
っ
て
和
気
あ
い
あ
い
の
う

ち
に
体
験
を
重
ね

た
。
参
加
者
は
、

教
室
の
講
習
が
終

了
し
た
後
も
、
ク

ラ
ブ
と
し
て
活
動

し
て
い
く
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
た
。

（
東
山
路
）

　

12
月
27
日
、
明
科

公
民
館
で
、
明
科
い

い
ま
ち
サ
ロ
ン
「
28

年
さ
よ
な
ら
コ
ン
サ

ー
ト
」が
開
か
れ
た
。

女
性
３
人
組
（
竹
内

朱あ
か
り里
さ
ん
、
細
野
貴

美
さ
ん
、
川
口
真
衣

さ
ん
）
の
奏
で
る
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ

の
心
地
よ
く
優
し
い
音
色
に
85
人
の
参

加
者
が
聴
き
入
っ
た
。「
の
ば
ら
」「
花

の
ワ
ル
ツ
」「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」「
花

は
咲
く
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

の
曲
が
演
奏
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

世
代
ま
で
師
走
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
く

過
ご
し
た
。

　

主
催
団
体
、
明
科
い
い
ま
ち
つ
く
ろ

う
か
い
！！
サ
ロ
ン
部
長
の
浅
見
郁
子
さ

ん
は
「
今
日
は
師
走
の
忙
し
い
中
、
大

勢
の
人
が
来
ら
れ
た
。
来
年

も
地
域
づ
く
り
、
生
き
が
い

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
い

い
ま
ち
サ
ロ
ン
を
続
け
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

黒
豆
は
、
大
根
葉
の
胡

麻
よ
ご
し
を
使
っ
た「
黒

豆
ご
は
ん
」
に
仕
上
げ

た
。
白
菜
は
「
白
菜
と

鮭
の
ク
リ
ー
ム
煮
」
の

調
理
方
法
を
教
わった
。

「
農
業
体
験
講
座
」
の

浅
川
利
夫
先
生
を
招
い

た
試
食
会
で
、参
加
者
の
中
坊
恵
子
さ
ん

（
穂
高
）
は
「
県
外
か
ら
の
転
入
で
料

理
も
体
験
も
野
菜
並
み
に
新
鮮
」
と
獲

り
た
て
の
味
を
満
喫
し
た
。（
東
山
路
）

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
や

年
賀
状
に
、
自
分
だ
け
の
は

ん
こ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
」
と
い
う
講
座
に
、
小
学

校
4
年
生
以
上
の
親
子
4
組
12
人
の
受

講
生
が
集
ま
り
、
時
間
が
過
ぎ
る
の
も

忘
れ
て
取
り
組
ん
だ
。
材
料
や
用
具
は

家
に
あ
る
も
の
や
文
具
店
で
手
に
入
り

や
す
い
も
の
で
、
自
分
が
作
り
た
い
図

案
を
ト
レ
ー
ス
し
て
、
ゴ
ム
版
に
転
写

し
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
や
彫
刻
刀
で

輪
郭
や
細
部
を
彫
っ
た
。
複
雑
な
細

部
の
彫
り
に
は
苦
戦

し
て
い
た
が
、
最
後

に
ス
タ
ン
プ
イ
ン
ク
で

着
色
し
て
出
来
上
が

り
、
年
賀
状
に
使
う

と
い
う
作
品
を
何
点

か
仕
上
げ
て
、
喜

ん
で
い
た
。

　

堀
金
公
民
館
は
、
12
月
7
日
、
数
回

に
わ
た
り
開
催
し
て
き
た
「
農
業
体
験

講
座
」
で
収
穫
し
た
野
菜
の
「
調
理
講

座
」
を
、
調
理
師
の
高
橋
清
美
さ
ん
を

講
師
に
調
理
実
習
棟
で
開
き
10
人
余
り

が
参
加
し
た
。

　

収
穫
し
た
野
菜
の
う
ち
、

大
根
は「
ポ
タ
ー
ジ
ュ
」
と「
ガ

ー
リ
ッ
ク
ス
テ
ー
キ
」
に
し
て
、

　

１
月
24
日
、
穂
高
公
民
館

で
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
手
芸

教
室
を
開
催
し
た
。
丸
山
富

子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
14

人
が
参
加
し
た
。

　

用
い
た
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
は
紙
製

の
幅
１
・５
㌢
ほ
ど
の
丈
夫
な
ひ
も
で
、

参
加
者
た
ち
は
互
い
に
教
え
合
い
な
が

ら
籠
を
組
み
あ
げ
た
。

　

終
了
後
「
物
作
り
が
好
き
な
の
で
こ

う
い
う
講
座
は
嬉

し
い
」「
親
切
に

教
え
て
い
た
だ
き

き
２
時
間
ほ
ど
で

完
成
し
た
、
ま
た

参
加
し
た
い
」「
出

来
上
が
る
楽
し
さ

に
一
生
懸
命
で
き

た
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
た
。

絵：加々美　豊
花：ヤマザクラ

３
Ｂ
体
操
教
室
を
開
催

親
子
ふ
れ
あ
い
塾

「
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
作
り
」

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド

　
　
　
　
　

手
芸
教
室

農
業
体
験
講
座

収
穫
野
菜
調
理
講
座

来
年
に
続
く
さ
よ
な
ら
コ
ン
サ
ー
ト
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本
尊　

大
日
如
来

　

創
建　

大
同
２
年
（
８
０
７
）

　

言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
再
三
火
災
に

遭
い
、
特
に
安
永
１
年
（
１
７
７
２
）

の
火
災
で
、
寺
の
古
記
録
な
ど
も
含
め

た
一
切
が
焼
失
し
て
し
ま
い
辿
る
こ
と

は
で
き
な
い
。　
　

　

寛
政
１
年
（
１
７
８
９
）
の
田
沢
村

（
豊
科
光
）
の
宮
沢
氏
の
文
書
に
は
「
雲

龍
寺
は
誰
が
開
基
し
た
の
か
分
か
ら
な

い
が
、昔
は
真
言
宗
で
あ
っ
た
よ
う
で
、

本
尊
大
日
如
来
は
、大
同
年
間（
８
０
６

～
８
１
０
）
に
別
所
の
北
向
観
音
の
古

塔
の
本
尊
を
申
し
受
け
て
寺
の
本
尊
に

す
え
た
。
す
る
と
空
中
よ
り
雲
龍
が
下

り
、犀
川
の
水
を
揚
げ
て
祝
っ
た
。そ
の

時
に
能
念
寺
を
雲
龍
寺
と
改
め
た
と
い

う
。
そ
の
年
は
雨
露
の
恵
み
も
よ
く
大

豊
作
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
仏
で
、
檀
家

も
繁
昌
し
た
。
犀
川
は
下
平
瀬
境
の
犀

乗
沢
か
ら
犀
川
と
い
い
、
元
は
こ
こ
ま

　

芸
術
文
化
協
会
は
、
安
曇
野
市
制
に

な
る
前
か
ら
町
村
ご
と
に
あ
っ
た
。
市

合
併
後
も
5
地
域
の
芸
術
文
化
協
会
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
活
動
を
行
っ
て

い
る
が
、
秋
に
行
わ
れ
る
文
化
祭
関
係

活
動
が
年
間
行
事
の
主
体
と
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

　

豊
科
地
域
芸
術
文
化
協
会
（
豊
科
芸

文
協
）
は
、
豊
科
公
民
館
が
企
画
実
施

す
る
文
化
祭
運
営
の
際「
芸
能
発
表
会
」

で
の
司
会
進
行
、
会
場
整
備
、「
諸
作

品
展
示
」
の
搬
入
・
搬
出
時
の
受
付
整

理
な
ど
に
協
力
し
た
。

　

ま
た
芸
文
協
参
加
会
員
サ
ー
ク
ル

は
、独
自
に
「
華
道
展
」「
盆
栽
展
」「
短

歌
大
会
」「
俳
句
大
会
」
を
開
催
し
た
。

「
茶
道
グ
ル
ー
プ
」
は
、
芸
能
発
表
会

や
華
道
展
に
お
い
て
市
民
に
呈
茶
の
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
た
。

で
塔
原
の
荘
で
あ
っ
た
。
雲
龍
寺
は
塔

原
郷
一
の
大
寺
で
あ
る
か
ら
源
川
山
と

名
づ
け
た
。云
々
」と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

元
禄
11
年
（
１
６
９
８
）
の
塔
原
村

神
社
仏
閣
書
上
帳
か
ら
は
、
本
尊
、
本

堂
、
庫く

り裡
、
衆
寮
、
撞
鐘
堂
、
山
門
、

寺
中
の
養
泉
院
の
僧
名
、
寺
領
と
し
て

田
畑
一
町
五
反
八
畝
余
り
、
檀
家
は

５
０
８
軒
と
大
寺
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
理
解
で
き
る
。

　

市
有
形
文
化
財
と
し
て
本
堂
と
山
門

が
あ
り
、
八
脚
の
構
架
に
よ
る
三
間
一

戸
の
楼
門
造
り
、
階
上
は
高
欄
を
め
ぐ

ら
し
た
仏
室
、
中
に
は
釈
迦
如
来
と

十
六
羅
漢
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　

お
寺
は
季
節
の
安
曇
野
の
借
景
の
中

に
建
ち
、
そ
こ
か
ら
眺
め
る
北
ア
ル
プ

ス
は
屏び

ょ
う
ぶ風
の
よ
う
に
立
ち
峰
々
を
競
っ

て
い
る
。
数
多
く
の
名
工
の
手
に
よ
る

文
化
財
を
擁
し
、
自
然
の
調
和
を
保
ち

輪り
ん
か
ん奐
の
美
を
漂
わ
せ
る
。
ま
だ
人
の
手

が
入
ら
な
い
頃
の
犀
川
は
、
龍
門
渕
に

流
れ
を
激
突
さ
せ
、
渦
を
巻
き
な
が
ら

大
河
の
貌
を
み
せ
て
い
た
。

　

荒
廃
し
て
い
た
時
代
を
経
て
、
お
寺

の
再
建
に
は
溝
口
石
禅
師
が
力
を
尽
く

し
た
。
明
治
20
年
（
１
８
８
７
）
か
ら

調
べ
始
め
た
当
山
所
有
田
畑
壱
筆
…
…

と
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
書
物
は
７
年

も
か
け
て
調
べ
ら
れ
て
い
る
。
創
建
か

ら
１
２
１
０
年
、
世
代
は
溝
口
英え
い
げ
ん彦
師

で
27
代
を
数
え
る
。

参
考
資
料
「
明
科
町
史
」
下
巻

　
　
　
　

雲
龍
寺
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

本
年
度
の
文
化
祭
の
諸
行
事
に
つ
い

て
次
の
こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
。

　
「
盆
栽
展
」
で
は
、
豊
科
地
区
以
外

の
作
品
が
出
品
さ
れ
好
評
だ
っ
た
。「
芸

能
発
表
会
」
で
は
、
小
中
高
校
生
の
音

楽
演
奏
・
演
劇
が
多
く
好
評
だ
っ
た
。

「
俳
句
大
会
」
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

と
し
て
小
中
高
校
生
の
作
品
が
多
数
発

表
さ
れ
、
新
聞
の
取
材
に
よ
る
掲
載
が

あ
り
感
激
し
た
。

　

12
月
初
旬
に
豊
科
公
民
館
と
豊
科
芸

文
協
と
で
反
省
会
を
実
施
し
、
概
ね
予

定
ど
お
り
に
順
調
に
実
施
で
き
た
こ

と
、
次
年
度
も
同
様
に
協
力
し
て
臨
む

こ
と
を
確
認
し
た
。

　

さ
て
、
私
事
で
あ
る
が
、
私
は
安
曇

野
に
居
を
構
え
30
年
余
り
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
転
居
後
も
長
野
市
な
ど
の

県
内
各
地
に
通
勤
し
て
い
た
。
定
年
退

職
ま
で
は
地
区
の
行
事
や
伝
統
に
触
れ

る
こ
と
な
く
家
の
こ
と
は
妻
に
任
せ
き

り
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
「
芸
文
協
」
と

は
そ
も
そ
も
何
か
も
知
ら
ず
に
い
た
。

た
ま
た
ま
老
後
の
趣
味
と
し
て
俳
句
の

会
に
入
っ
た
と
こ
ろ「
芸
文
協
俳
句
会
」

の
役
員
を
任
さ
れ
、
数
年
が
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
。
経
験
も
力
も
な
い
私
だ
が
、

今
の
「
芸
文
協
」
の
状
況
を
見
て
、
そ

の
存
在
に
危
機
感
を
覚
え
る
。

　
「
地
域
に
お
け
る
芸
術
文
化
の
振
興

と
研
究
向
上
を
図
る
・
・
・
近
代
的
な

地
域
づ
く
り
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
目

的
を
ど
う
果
た
せ
ば
よ
い
の
か
、
会
員

の
高
齢
化
に
よ
る
減
少
を
食
い
止
め
る

方
策
は
あ
る
か
な
ど
課
題
で
あ
る
。

�
曹
洞
宗
　
源
川
山
雲
龍
寺

　
　
　
　（
明
科
・
中
川
手
）

古
き
を
尋
ね
て

豊
科
地
域
芸
術
文
化
協
会
会
長

　
甲
斐
　
忠
良
さ
ん
（
豊
科
）

私
は
一
生
懸
命
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上
堀
地
区
は
堀
金
地
域
の
中
央
に
位

置
し
、
保
育
園
、
小
・
中
学
校
、
堀
金

支
所
、
公
民
館
、
図
書
館
な
ど
の
主
要

施
設
が
集
中
す
る
住
環
境
の
中
に
あ

る
。
戸
数
３
６
５
戸
、
人
口
１
３
９
４

人
で
、
堀
金
地
域
9
地
区
の
中
で
2
番

目
に
人
口
が
多
い
地
区
で
あ
る
。

　

地
区
公
民
館
行
事
と
し
て
は
、
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
、
夏
祭
り
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
、
伝
達
料
理
講
習
会
、
手

芸
教
室
、
寄
せ
植
え
教
室
、
し
め
縄
作

り
、人
権
学
習
会
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、

堀
金
公
民
館
主
催
の
文
化
祭
、運
動
会
、

駅
伝
大
会
、
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど

年
間
を
通
し
て
様
々
な
行
事
に
地
区
を

あ
げ
て
参
加
し
て
い
る
。

　

特
に
夏
祭
り
は
、
中
学
生
が
中
心
と

な
り
、
保
育
園
保
護
者
会
、
小
・
中
学

校
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
の
下
、
会
場
の

上
堀
諏
訪
神
社
の
清
掃
か
ら
始
ま
り
、

各
種
屋
台
の
運
営
や
ビ
ン
ゴ
大
会
の
司

会
な
ど
祭
り
の
進
行
を
務
め
、
祭
り
に

参
加
す
る
小
学
生
や
保
育
園
児
な
ど
の

子
ど
も
た
ち
の
面
倒
を
み
て
い
る
。
参

加
し
て
い
た
小
学
生
が
中
学
生
に
な
る

と
、
今
度
は
下
の
子
ど
も
た
ち
の
面
倒

を
み
る
と
い
う
関
係
が
恒
例
と
な
っ

て
、
参
加
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
一

体
と
な
り
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
行
事

に
な
っ
て
い
る
。
公
民
館
役
員
は
、
裏

方
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
し
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
の
交
流
を
見
て
い
る

と
微
笑
ま
し
い
感
じ
が
す
る
。

　

堀
金
一
周
駅
伝
大
会
は
、
堀
金
地
域

9
地
区
の
地
区
対
抗
で
行
わ
れ
小
学
生

か
ら
大
人
ま
で
10
人
の
走
者
が
襷た

す
きを
繋

い
で
い
く
。
今
回
、
上
堀
地
区
は
8
位

だ
っ
た
が
、
地
区
対
抗
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
結
団
式
か
ら
大
会
、
打
ち
上
げ

ま
で
、
結
果
は
と
も
か
く
選
手
役
員
が

一
丸
と
な
っ
て
血
潮
を
た
ぎ
ら
せ
、
熱

く
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　

一
方
で
は
近
年
、
公
民
館
行
事
の
人

集
め
に
苦
心
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
が
、
地
区
の
皆
さ
ん
が
少
し
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が
で

き
れ
ば
、地
域
に
よ
り
活
力
が
生
ま
れ
、

よ
り
多
く
の
方
々
と
親
睦
が
図
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
（
上
堀
地
区
公
民
館
長　

石
原
英
俊
）

　
「
島
崎
藤
村
文
学
を
楽
し
く
読
む
会
」

は
、
安
曇
野
市
穂
高
柏
原
在
住
で
島
崎

藤
村
学
会
理
事
の
水
野
永
一
先
生
が
主

宰
し
、
毎
月
2
回
穂
高
会
館
で
藤
村
文

学
を
楽
し
く
読
ん
で
い
る
。 

　

メ
ン
バ
ー
は
18
人
で
安
曇
野
市
・
松

本
市
・
大
町
市
・
生
坂
村
・
筑
北
村
な

ど
他
方
面
に
わ
た
る
。
会
は
平
成
15
年

に
始
ま
り
、
本
年
で
15
年
目
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
、小
説
「
破
戒
」「
春
」「
家
」

「
桜
の
実
の
熟
す
る
時
」「
新
生
」
な
ど

を
読
破
し
、
現
在
は
歴
史
小
説
「
夜
明

け
前
」を
読
み
進
め
て
い
る
。
最
初
に
、

藤
村
の
第
一
詩
集 

「
若
菜
集
」
を
全
員

で
読
ん
だ
後
「
夜
明
け
前
」
は
一
人
一

人
が
段
落
ご
と
に
読
む
。
水
野
先
生
が

豊
富
な
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で

大
変
勉
強
に
な
る
。

　

会
は
、
月
2
回
の
定
例
会
の
他
に
年

１
回
研
修
旅
行
を
行
う
。
こ
れ
ま
で
、

飯
山
市
の
真
宗
寺
、
木
曽
町
福
島
の
高

瀬
家
、
南
木
曽
町
妻
籠
の
南
木
曽
町
博

物
館
、中
津
川
市
馬
籠
の
藤
村
記
念
館
、

恵
那
市
岩
村
に
あ
る
藤
村
の
祖
父
の
実

家
・
山
上
家
、
高
森
町
と
豊
丘
村
の
歴

史
民
俗
資
料
館
、
昨
年
6
月
に
は
王
滝

村
の
御
嶽
神
社
里
宮
な
ど
を
見
学
し

た
。
ま
た
、
藤
村
忌
の
8
月
22
日
に
は

小
諸
市
の
懐
古
園
や
中
津
川
市
馬
籠
の

島
崎
家
の
菩
提
寺
・
永
昌
寺
を
訪
ね
た
。

　

平
成
22
年
「
島
崎
藤
村
学
会
全
国
大

会
」
が
穂
高
会
館
で
開
催
さ
れ
た
折
に

は
、
地
元
の
藤
村
文
学
愛
好
者
も
多
く

参
加
さ
れ
た
。
平
成
28
年
9
月
に
穂
高

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
で
開

催
し
た
中
津
川
歴
史
民
俗
資
料
館
研
究

員
・
仁
科
吉
介
先
生
の
「
夜
明
け
前
の

虚
構
と
歴
史
的
事
実
」
の
講
演
会
に
も

多
数
の
方
々
が
来
場
さ
れ
て
熱
心
に
聴

講
さ
れ
た
。

　

穂
高
会
館
の
前
庭
に
、
藤
村
の
言

葉「
溢あ
ふ

る
る
も
の
こ
そ
す
べ
て
で
あ
る
」

の
石
碑
が
あ
る
。
私
た
ち
は
こ
の
言
葉

に
込
め
ら
れ
た
藤
村
の
熱
い
思
い
を
大

切
に
し
、
水
野
永
一
先
生
の
ご
指
導
の

下
、
仲
間
と
の
絆
を
深
め
な
が
ら
、
い

つ
も
楽
し
く
藤
村
文
学
を
読
ん
で
い
る
。 

　

事
務
局　

金
井
孝
行

　

47
‐
７
４
７
７

地
区
公
民
館
だ
よ
り

上
堀
地
区
公
民
館（
堀
金
）

中学生が主力で活躍する夏祭り

穂高会館にて

グ
ル
ー
プ
紹
介

島
崎
藤
村
文
学
を

楽
し
く
読
む
会（
穂
高
）


